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Radiographs of the whole body of owl monkeys were 
taken to evaluate the age changes in spinal curvature. The 
spinal curvature was determined from the whole body 
radiographs, using a kyphotic index (KI) as a criterion (Laws 
and Hoey, 2004). KI, calculated directly from the radiographs, 
is the ratio of AB/CD, where AB = length of the line marking 
the distance from 7th cervical vertebra to the sacral 
promontory, and CD = the distance from AB to anterior 
border of the vertebral body that is furthest from AB. 
The calculated KI of 2.27 for longevous female (aged 
>30 years), compared to the KIs 4.83 and 5.42, for its 
progeny (aged 16 yrs) and female grandprogeny (aged 1 yr) 
respectively, confirmed the prominent spinal curvature. 
  
3-6 霊長類後肢の樹上適応に関する 3次元立体画像解析 
佐々木基樹（帯広畜産大・畜産） 
対応者：遠藤秀紀 
霊長類は，様々な生活環境下において地上性，半地
上性，または樹上性生活をしている．本研究では，各種
霊長類がこのような生活様式に合わせて，いかに後肢の
形態と機能を適応させてきているのかを調べるために，
CTスキャナーを用いて後肢足根関節の可動域を非破壊
的に観察した．今回の研究には，チンパンジーとニホン
ザルの左後肢を用いた．CT撮影は，脛骨長軸と足底面
が垂直な状態，および，その位置から足を可能な限り回
外させた状態の 2通りの条件で足根関節部位の CTスキ
ャン撮影を行った．さらに，得られた CT画像データを
三次元立体構築して，足根関節の可動状況を観察した．
CT画像の観察の結果，チンパンジーとニホンザルでは，
距踵関節において踵骨が距骨の踵骨関節面を内側方向
にスライドし，さらに，距踵中心関節において距骨頭の
舟状骨関節面を中心足根骨が下降しながら外転し，また，
踵第四関節において第四足根骨が，踵骨の立方骨関節面
を内腹側方向にスライドしていた．その結果として足の
内側縁が挙上し足底が内側方向を向いていた．そして，
この足の回外はチンパンジーに比べてニホンザルの方
が若干大きかった．結果から，この 2種の霊長類には，
